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第１章 茅ヶ崎海岸グランドプラン検討の背景と位置づけ等 

 

１－１．茅ヶ崎海岸グランドプラン検討の背景と位置づけ 

 

1-1-1.茅ヶ崎海岸グランドプラン検討の背景 

 

《地区の状況》 

茅ヶ崎漁港周辺地区は、茅ヶ崎市の諸計画等において、「茅ヶ崎海岸の自然環境・景観の

維持保全」「漁業振興の拠点」「観光・レクリエーションの拠点」などの多様な機能が位置

づけられており、海岸の環境を維持・活用していくまちづくりの方向が定められている。

また、海岸線からみる眺望は「関東の富士見百景(国土交通省所管)」にも選出されるなど、

「富士山」「箱根・丹沢の稜線」「松林」「砂浜」「海水面」などの古くから守られてきた景

観上も重要な地域でもある。 

土地利用の状況は、海岸保全区域及び漁港区域に指定されていることから、砂浜は海水

浴場や浜降祭等のイベント会場として利用されるとともに、漁港を背景として漁業・観光

の振興が図られている。一方、都市計画では市街化調整区域を除いて第１種住居地域が指

定されており、海岸に隣接して住宅、店舗、ホテル等が立地している状況にある。 

 

《高層マンション建設の計画》 

海岸保全と都市的土地利用促進の方向性の異なる土地利用規制が重複し、国有地(海岸)

と民地が混在している土地利用上の問題を抱える状況下において、旧フィッシュセンター

跡地が民間デベロッパーに売却され、14 階建て高層マンションの開発許可、建築確認申請

が行われ、旧フィッシュセンターが取り壊されるなど工事が一部着工している。 

市民のみならず市外から訪れる多くの人々にとっても貴重な財産である海岸本来の自然

環境や海岸、富士山などの眺望景観に大きな影響を与え、地域が持つ魅力ある公共空間を

損失することに危惧した市民、関係団体等では、マンション建設に反対するために平成 17

年 12 月から平成 18 年２月にかけて３万人以上の署名を集める運動を行った。また、市議

会でも計画地の買い上げを求める請願の採択を行うとともに、行政による民間デベロッパ

ーとの継続的な協議などを行ってきた。 

以上のような活動、働きかけを行った結果、平成 18 年２月に茅ヶ崎市長と民間デベロッ

パーとの間にマンション建設計画の中断と今後の土地利用を模索することへの合意が得ら

れ、建設工事が中断されている。さらに平成 18 年３月には茅ヶ崎漁港地区地区計画が決定

され、地域特性を踏まえた望ましい土地利用に向けた建築物の制限、土地利用の規制・誘

導が進められつつある。 

 

《国有地の払い下げ》 

地区内に立地する漁業関係者の住宅等は、国有地を占用する土地利用形態となっている。

これに対応するため、平成 21 年から居住者に対して国有地が払い下げされることが決定し
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ており、住宅地としての都市基盤を整える必要がある一方で、土地の転売等による既往の

土地利用方針を逸脱した土地利用の発生が懸念されている。 

 

《検討の目的》 

以上のように茅ヶ崎漁港周辺地区は、旧フィッシュセンター跡地の土地利用のあり方を

はじめ、自然環境や景観の維持・保全のあり方、漁港や漁業振興との連携、国有地払い下

げへの対応、錯綜する土地利用法規制の整序など、多様なまちづくりの課題を有しており、

茅ヶ崎海岸グランドプランは、このような茅ヶ崎漁港周辺地区の今後のまちづくりを円滑

に進めていくための指針を定めることを目的に策定されるものである。 

そのため、茅ヶ崎漁港周辺地区の現状と課題を的確に把握し、これらの課題解決に向け

た検討を行うとともに、地区の望ましい将来像を定め、これを実現していくための事業方

策や推進体制を明らかにするものである。 

 

 

1-1-2.茅ヶ崎海岸グランドプランの位置づけ 

茅ヶ崎海岸グランドプランは、市民等が主体となって策定していくものであり、その策

定過程は広く市民に公開するものである。さらに、市民、地権者及び行政のそれぞれの意

見・意向を調整し、実効性のあるグランドプランとし、行政のまちづくり計画として位置

づけるものである。今後、各分野の行政プランの見直しや新たな計画策定の時期に合わせ

て、本グランドプランの内容を提言し、反映していくものと位置づけられる。 

また、茅ヶ崎海岸グランドプランは茅ヶ崎漁港周辺地区の将来像や今後のまちづくりの

方向を市民、地権者及び行政の総意にもとづく共通認識として共有し、地区の整備及び保

全に関する事業展開及び進行管理体制等を協働で進める指針を示すものとして位置づけら

れる。 

 

図 茅ヶ崎海岸グランドプランの位置づけの概念 

 

 

 

 

 

 

 

 

《市の諸計画(現行）》 
 
○総合計画 
○都市計画マスタープラン 
○緑の基本計画 
○都市景観基本計画 
○環境基本計画 

茅ヶ崎海岸グランドプラン 
 ○将来像 
 ○整備・保全の方針 
 ○事業方策 
 ○まちづくりの管理体制 茅ヶ崎漁港

周辺に関す
る計画 

市民等 地権者 

行政 

プラン策定
の主体 

将来像、まちづくり
の方向性の共有 

【市の諸計画】 
 
○見直し後の計画 
○新規に策定される計画 
 

提言・ 
反映 

見直し・新規策定 

【まちづくりの推進】 
 
○事業・施策の推進 
○土地利用のルール化 
○まちづくりの管理体制 
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1-1-3.検討の範囲と計画の目標時期 

 

（１）検討の範囲 

茅ヶ崎海岸グランドプランの検討対象範囲は、茅ヶ崎市中海岸三丁目、中海岸四丁目、

南湖四丁目、南湖六丁目のうち、下図に示す国道 134 号の南側約 11.5ha とする。 

ただし、交通や景観の方針においては、必要に応じて国道 134 号北側沿道を一部含め

るものとする。 

 

図 茅ヶ崎海岸グランドプランの検討対象区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画の目標時期 

茅ヶ崎海岸グランドプランは、概ね 20 年後の将来像を示し、将来像を実現するため

の段階的な方策を示すものである。 
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１－２．検討内容とスケジュール 

 

1-2-1.検討内容 

茅ヶ崎海岸グランドプランの検討内容は、次のとおりである。 

 

①計画策定対象区域における現状の問題点及び課題の整理 

計画策定対象区域における現状の問題点及び課題について土地利用、自然環境、景

観、観光・レクリエーション、公共施設、交通等の側面から整理するとともに、問題

点・課題の抽出・整理を行う。 

 

②まちづくりの目標検討 

まちづくりの理念、テーマ、将来像及び空間形成のラフイメージの検討を行う。 

 

③土地利用方針検討 

計画策定対象区域の土地利用について、ゾーニング及び導入機能の検討を行う。 

 

④計画策定対象区域とその周辺における交通ネットワーク方針検討 

計画策定対象区域とその周辺における道路、駐車場、公共交通、歩行者・自転車の

動線等のあり方について検討を行う。 

 

⑤景観方針検討 

景観形成基準や景観拠点のあり方について検討を行う。 

 

⑥緑・自然環境方針検討 

緑化・自然環境保全のあり方について検討を行う。 

 

⑦安全・安心まちづくりの方針の検討 

   防犯、防災等、安全・安心まちづくりのあり方について検討する。 

 

⑧空間形成方針検討 

空間形成イメージや空間ボリュームのあり方について検討を行う。 

 

⑨事業化方策検討 

②～⑧を実現するためのハード、ソフトの事業方策について検討を行い、計画策定

対象区域全体の事業推進をまとめる。 

 

⑩マネジメント体制検討 

グランドプラン策定後の具体的なまちづくりの推進について、その進行管理体制事

業及びマネジメント組織のあり方について検討を行う。
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1-2-2.検討の流れとスケジュール 

 

（１）検討の流れ 

茅ヶ崎海岸グランドプランの検討の流れは次のフローに示すとおりであり、「③土地利用

方針検討」までの過程において中間報告書を作成する。 

 

図 茅ヶ崎海岸グランドプランの検討の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個別方針の検討】 

①計画策定対象区域における現状

の問題点及び課題の整理 

②まちづくりの目標検討 

③土地利用方針検討 

中間報告書の作成 

検討課題の整理 

④交通ネットワ
ーク方針検討 

⑤ 景 観 方 針
検討 

⑥緑・自然環境
方針検討 

⑧ 空 間 形 成
方針検討 

【実現化に向けた検討】 

⑨事業化方策検討 

⑩マネジメント体制検討 

とりまとめ 

⑦ 安全 ・ 安心 ま ち
づくりの方針検討 
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（２）検討のスケジュール 

茅ヶ崎海岸グランドプランの検討のスケジュールは次のとおりであり、平成 18 年６月末

に中間報告、平成 18 年 12 月末には最終的な検討のとりまとめを行うものとする。 

 

図 茅ヶ崎海岸グランドプランの検討のスケジュール 

 

 

 

 

項番 項　　　目

1 推進体制の確立、立ち上げ

2 市民、関係団体等の組織の確立、立ち上げ

3 事業推進チームの立ち上げ
Ｂ地区

4 現状と課題の整理

5 まちづくりの目標

6 空間形成のラフイメージ

7 土地利用方針（ゾーニング、導入機能）

8 交通ネットワーク方針

9 景観方針

10 緑・自然環境保全の方針

11 安全・安心まちづくりの方針検討

12 空間ボリューム・空間形成イメージ

13 事業化方策の検討

14 マネジメント体制等の検討

15 グランドプランの最終調整

4月 5月 6月 11月 12月7月 8月 9月 10月3月
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１－３．検討体制 

 

茅ヶ崎海岸グランドプランの検討の体制は、まちづくりの様々な分野で活躍する市民に

よる「茅ヶ崎海岸グランドプラン推進会議」がプランの検討、策定の中心となって進めて

いくものとする。 

また、地権者が具体的事業を検討する「タスクフォース(事業推進チーム)」や市民・関

係団体による意見交換の場となる「まちづくり協議会」を組織し、「茅ヶ崎海岸グランドプ

ラン推進会議」と連携し、意見調整等を図りながら計画案の検討・策定を進めていくもの

とする。 

 

図 茅ヶ崎海岸グランドプランの検討の体制 
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１－４．中間報告書の位置づけ 

 

茅ヶ崎海岸グランドプランは、平成 18 年３月 22 日に検討の主体となる「茅ヶ崎海岸グ

ランドプラン推進会議」を設置し、４月１日より具体的な検討を進めている。また、茅ヶ

崎海岸グランドプランの検討スケジュールは、平成 18 年 12 月末までに全体案をまとめる

ものであるが、３か月ごとの作業成果目標を明確にし、段階的に検討を進め、その成果を

示すことを位置づけている。 

また、計画対象区域内において、現在マンション建設を中断している事業者は、茅ヶ崎

市長及び市民団体(茅ヶ崎海岸を守る市民ネットワーク)との会談において「平成 18 年６月

末を目途に、できるだけ具体的な方向を示してほしい」との要望を申し入れている。 

このような経緯を踏まえ、以下の目的から本中間報告書を作成するものである。 

《中間報告書作成の目的》 

①平成４月１日から６月末で３か月が経過し、第１段階の検討作業の成果を示すこと 

②マンション建設を中断している事業者の要望に応え、平成 18 年６月末までの検討作業

の成果を示すこと 

 

なお、平成 18 年６月末までの検討の経過は、次のとおりである。 

検討内容 
日付 

推進会議 タスクフォース(Ｂ地区) まちづくり協議会 

４月１日 
第１回 
推進会議 

①作業スケジュールの確認 
②対象地区の他計画の位置

づけ 
③対象地区の課題 
④計画コンセプトの検討 
⑤まちづくり協議会及びタ

スクフォースのあり方に
ついて 

  

４月 15 日 
第２回 
推進会議 

①対象地区の課題について 
②計画コンセプトの検討に

ついて 
③まちづくりの目標につい

て 
④タスクフォース(事業推

進チーム) への参加につ
いて 

  

４月 24 日 
第１回 
Ｂ 地 区 事
業 推 進 チ
ーム 

 ①海岸グランドプラン策
定の主旨、推進体制及び
グランドプラン策定ス
ケジュールについて 

②推進会議におけるグラ
ンドプランのコンセプ
ト検討の状況について 

③各地権者における当該
地の土地利用について
の現時点での考え方に
ついて 

④事業推進チームにおけ
る今後の検討スケジュ
ールについて 
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検討内容 
日付 

推進会議 タスクフォース(Ｂ地区) まちづくり協議会 

５月６日 
第３回 
推進会議 

①Ｂ地区事業推進チーム会
議の報告 

②計画コンセプト、まちづ
くりの目標について 

③ゾーニング、導入機能、
空間形成イメージ、空間
ボリュームについて 

  

５月 20 日 
第４回 
推進会議 

①茅ヶ崎海岸グランドプラ
ン推進会議の皆様へのお
願い 

②計画コンセプト、まちづ
くりの目標、将来像につ
いて 

③ゾーニング、導入機能、
空間形成イメージ、空間
ボリュームについて 

④Ｂ地区事業推進チーム会
議へ提出する資料につい
て 

  

５月 22 日 
第２回 
Ｂ 地 区 事
業 推 進 チ
ーム 

 ①グランドプランのまち
づくり基本理念、将来
像、ゾーニングについて 

②導入機能、宿泊施設等の
調査結果報告について 

 

５月 27 日 
第１回 
ま ち づ く
り協議会 

  ① ま ち づ く り 計 画
（ グ ラ ン ド プ ラ
ン）策定方法、検
討スケジュール等
について 

②グランドプランの
基本コンセプト案
について 

③グループ協議 
テーマ：「漁港周辺地

区のあり方、将来
像について」 

④全体協議 
６月 10 日 
第５回 
推進会議 

①５月 22 日Ｂ地区会議の報
告 

②計画コンセプト、まちづ
くりの理念、将来像、ゾ
ーニングについて 

  

６月 17 日 
第６回 
推進会議 

①計画コンセプト、まちづ
くりの理念、将来像、ゾ
ーニングについて 

  

６月 21 日 
第３回 
Ｂ 地 区 事
業 推 進 チ
ーム 

 ①グランドプランのまち
づくり基本理念、将来
像、ゾーニング案につい
て 

②空間ボリュームと事業
性のシミュレーション
について 
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検討内容 
日付 

推進会議 タスクフォース(Ｂ地区) まちづくり協議会 

６月 24 日 
第２回 
ま ち づ く
り協議会 

  ① ま ち づ く り の 理
念、将来像、土地
利用ゾーニングに
ついて 

②グループ協議 
テーマ：まちづくり

の理念、将来像、
土地利用ゾーニン
グについて 

③全体協議 

 


